
 戦後の高度成長過程で，都市と農
村の格差は拡大し，農村では「ヒト・
土地・むら・誇り」の空洞化が進展し
た。しかし，近年では多様な都市農
村交流活動が展開し，「誇り」の再生
事例も見受けられるようになった 

（都市農村交流の「鏡効果」）。 
 

 本研究では，これらの動きに呼応
する農業・農村の「複合化（多角的事
業展開）」の取組に着目し，都市と農
村の連携・協働の推進，地域資源活
用型のコミュニティビジネス（CB）創
成等の可能性を模索する。 

  

     農業・農村の「複合化」プロジェクト 
              ―平成23-24年度：グリーンイノベーション創造プログラム― 
       ○研究代表者：藤田武弘（観光学部） 
       ○研究分担者：大浦由美・大井達雄（観光学部）、大西敏夫（経済学部）   
 

研究目的 

【結果】   →  和歌山県庁（農林水産部）との連携事業 
農家・農村の日常生活に入り込んだ交流が可能であることから，農村の
「誇りの再生」に繋がる効果が大きいが，受入農家の負担軽減が喫緊の
課題である。“一戸完結型“ではない体験プログラムの開発や周辺施設と
の広域連携（「泊食分離」方式）を確立するなど，新規参入のハードルを下
げる（農家女性の負担を軽減する）ことの必要が明らかとなった。 
 

 

 

 

【結果】   →  Ｊ Ａ紀の里・ＪＡいずみのとの連携事業 
常設型直売所を核とする「複合化（地産地消レストラン，地元食材を
活かした農商工連携による商品開発，農業体験活動への誘い等）」
の取組は，ステークホルダーにおける意識変化（農業者：営農意欲
向上／消費者：地域農業への理解醸成）を啓発し，都市農村交流の
内容を深化（「鏡効果」を増幅）させることが明らかとなった。 
 

 

日本型グリーン・ツーリズムの特徴 

     図１  ４つの「空洞化」と集落限界化のプロセス 
 

研究課題①：農産物直売所 
直売所機能の複合化に伴う「鏡効果」の検証 

研究課題②：農家民泊･体験学習 
“心と暮らしがみえる“交流と「鏡効果」の検証 

研究課題③：ワーキングホリデー 
“ＰａｒｔｎｅｒＳｈｉｐ”に基づく援農と「鏡効果」の検証 

 農村固有の地域資源の存在
が社会的共通資本として多くの
人々に認知され，かつ長期有給
休暇制度を活用した滞在型ツー
リズムが広く普及している西欧諸
国のそれとは異なる。 
 

 長期的な滞在は難しいとはいえ，
「リピーター」など反復的滞在を特
徴とする都市の人々と共に，小
規模ではあるが，心の通いあう
人的交流（地域との繋がり）を実
現しようとする点が，日本型グ
リーン・ツーリズムの特徴である。 

図2  日本型グリーン・ツーリズムの多様な展開 

域学連携の基本視点 プロジェクト研究のアウトライン 

 農村の“弱み”を補完す
る上で，大学には教員が有
する「高い研究モチベーショ
ン・豊富な知的シーズ」と並
んで，熱意のある正義感に
溢れた学生たちという“人
的資源”が存在することを
忘れてはならない。 
 

 教員と学生とがともに膝
を交えて地域課題に寄り添
うことで，はじめて双発効果
が生まれる。 
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○公益的機能の発揮 

○集落単位の結束力 

○「人の心を育てる」場 

○人・物的資源と資金調達力 
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○高いモチベーション 

○豊富な知的シーズ 

○豊富な人的資源（学生） 
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○後継者難・人材不足 

○外部との接点欠如 

○「よそ者」への警戒感 

○インフラの未整備 

○合意形成・意志決定が困難 

○本業の時間的制約 

○農村慣習・ルールに不慣れ 

○帰属意識の軽薄化 

○研究の継続性確保に難 

○商品化ノウハウに乏しい 

○予算執行上の制約が大 

○地域連携への認識不足 
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○農業･農村への高い関心 

○GT・農工商連携 

○行政の総合的支援 

○国産農産物の再評価 

○低炭素社会化の要請 

○CSRへの社会的要請 

○福利厚生面での社員の期待 

○「団塊世代」の農村回帰志向 

○地域貢献への予算誘導 

○地域再生への役割期待 

○地域経営への関心向上 

○インターンシップの増加 

○ボランティアへの評価 

脅
威 

○市場開放圧力 

○市町村合併の弊害 

○少子高齢化・過疎化 

○景気の不透明感 

 

○少子化で学生確保に難 

○財政基盤の低下 

     図3  農村／企業・団体／大学のＳＷＯＴ 

 

農村の地域課題       解決策は？            プロジェクト研究のフレームワーク 
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＜ 研 究 課 題 ＞ 
 

①秋津野型農業ビジネスの新展開 
 
②JA 直売所型農業ビジネスの新展開 

和 歌 山 大 学 

教 員 
職 員 学 生 

“協働”による
地域知の循環 

地域資源の
活用と農工
商連携 

【分析対象・方法】 
○ＪＡ紀の里「めっけもん広場」  
  （和歌山県紀の川市） 
 体験農業部会ヒアリング調査 
○ＪＡいずみの「愛彩ランド」 
  （大阪府岸和田市） 
 集荷者・利用者アンケート調査 
○直売所「きてら」・農家レストラン 
 「みかん畑」（和歌山県田辺市） 
 経済波及効果アンケート調査 

【分析対象・方法】 
○先発事例へのヒアリング調査 
 （大分県安心院町，長野県飯田市， 
  沖縄県国頭郡伊江村） 
○受入農家へのヒアリング調査及   
  びモニター・ワークショップの開催 
 （和歌山県かつらぎ町，日高川町，  
  紀の川市，田辺市） 
○体験教育旅行に伴う経済波及効 
 果の推計（和歌山県白浜町） 

【分析対象・方法】 
○先進事例へのヒアリング調査  
  （長野県飯田市） 
○中間支援組織，受入農家への   
  ヒアリング調査及びモニター 
  （農作業，道普請など）・ワーク 
  ショップの開催 
  （和歌山県かつらぎ町，田辺 
   市，岩手県奥州市） 
  

 

【結果】 →  和歌山県庁（農林水産部）との連携事業 
都市住民一般を対象とする本格的なＷＨの導入を目的として実施
した学生による“飯田方式（3泊4日）”モニターを通じて，農家民泊に
よるＷＨの場合には，極めて高い「鏡効果」が確認された。さらに，
「交流」を積み重ねることで真の意味で「労働力補完」が期待され，
農業・農村の新たな担い手となる可能性が示唆された。 
 
 

研究課題④：ツーリズム大学 
「鏡効果」を深化させる啓発可能性を検証 

【分析対象・方法】 
○先進事例へのヒアリング調査  
  （熊本県小国町「九州ツーリズ 
   ム大学など） 
○田辺市「紀州熊野地域づくり学 
  校」における学生参加型実践 
  と教育効果の検証 
  （ゼミ学生の講義参加と自主 
   演習） 

 

【結果】    →     (株) 秋津野・田辺市との連携事業 
地域循環型農商工連携によるCB創成には，直接的な現地ステーク
ホルダーのみならず，「ツーリズム大学（ラーニングバケーション）」な
ど地域外からの参加者と共に，地域資源の価値発見に取り組むこと
が効果的であり，そのためのコーディネート機能を果たす中間支援
組織に対する行政支援が重要性を増していることが明らかとなった。 
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